
晴天に恵まれた８月２８日、「西郷村小学校交流合同体験活動」として、西郷村の小学６年生全員

が茶臼岳登山に挑戦しました。

川谷小を先頭にして、「茶臼岳の頂上を目指そう」と西郷村の６年生全員の心をひとつにスタート

しました。途中、階段や不安定な足下が続いたため険しい表情も見られましたが、互いに励まし合い

ながら、山頂を目指しました。目の前に広がる山々の美しい稜線や眼下に広がる景色、標高によって

植生が変わる様子などを見ながら、普段感じることができないいろいろな感動を味わったり新しい

学びをしたりすることができました。

日射しを浴び、汗をかきながら歩き続け、スタートしてから

約３時間後、標高１,９１５ｍの茶臼岳山頂に無事全員揃って

到着することができました。６年生全員が茶臼岳山頂に

立てたことは、とても素晴らしいことだと思います。また、

ともに一つの目標に向かい、互いを思いやり、力を合わせて

成し遂げる素晴らしさも体感できた一日でした。

今回の活動を通して多くのことを学び、また一つ、子ども達

は成長することができたはずです。

８月２５日、「校内水泳記録会」を行い、体育科 ９月１日、川勝直子様をはじめとする西郷村

の授業で練習してきた水泳学習の成果を見せ 人権擁護委員３名の方々においでいただき、３・４

ました。 年生と５・６年生が「人権教室」を行いました。

暑い日射しの下、たくさんの保護者の皆様に 「桃色のクレヨン」というお話をもとに、「人権

見守られながら、低学年の水中かけっこをはじめ、 とは何か」、「みんなが幸せに生きるためには、

中・高学年の自由形、平泳ぎや背泳ぎ、それぞれ どんな行動が大切か」について学級全体で考え

の種目に子どもたちが挑戦しました。 ました。授業の最後には、「種をまこう」の詩を

これまでの自分を超えようと、目標に向かって 全員で朗読し、人権の大切さや人権を意識した

一人ひとりが挑戦していく頑張る姿だけでなく、 生活の必要性を実感することのできた人権教室

挑戦している友だちへ、プールサイドから大きな となりました。

声援を一生懸命に 一人ひとりが幸せに

送る子ども達の姿も 生きるために、いじめ

たくさん見られ 、 や暴力、差別などの

子ども達がキラキラ ない世界を築ける

と輝く校内水泳記録 よう人権意識の涵養

会となりました。 に努めてまいります。
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雲はありましたが、頂上制覇で全員晴れやかでした!!


